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胆汁酸のようなカイラルな両親媒性分子は､水中で二重膜を作り､全体として図1のよ

うなへリカルなリボン構造を形成することが知られている｡このような構造は､分子のパッ

キングの相互作用から生じる｡図中の¢Oはピッチ角と呼ばれ､実験的にも理論的にもこれ

まで450であると考えられてきた｡ところが､最近のChungらの実験によると､胆汁酸の

結晶化の過程で450よりも大きいピッチ角(540)と小さいピッチ角(Ilo)の二種類のヘリッ

クス構造が観察されている【1】｡

図1:ヘリカルなリボン構造をもつ脂質二重膜

これらの構造を説明するために､我々は以下で与えられる液晶のコレステリック相の弾

性エネルギ-を出発点とした｡

gLC-筈 (∇･d)2+% (d･∇×d-A)2+箸 (dx∇×d)2
ここで､dは分子の長軸方向の単位ベクトル､kii(i- 1,2,3)はフランクの弾性定数に膜

の厚さを掛けたもの､k2は分子のカイラリティを表す定数である｡∇は三次元の微分演算
子であるが､膜の弾性エネルギーを考えるために､二次元の微分演算子で書き換えることに

なる｡我々はこの弾性エネルギーのオイラー･ラグランジュ方程式を導出し､その解として

450よりも大きいピッチ角と小さいピッチ角のヘリックス構造が存在することを示した｡ま

た結晶化過程で観察される構造変化についても､エネルギー的に論じることに成功した｡詳

しくは､文献【2】を参照していただきたい｡
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